
 

 

「高崎のぞむ」さんは26歳の男性です。現在

は、父親と母親と一緒に自宅で生活しています。 

のぞむさんには４歳上の姉がいます。姉は２年 

前に結婚し、家を出ています。 

 のぞむさんは、大柄で、身長が172センチ、 

体重が105キロあります。体重については、10 

年程前は60キロ少々でしたが、毎年コンスタン 

トに増えてきています。最近は、高血圧気味で、 

かかりつけの内科医からは、食事制限や運動を 

するように指導されていますが、家庭で対応す 

ることは難しくなってきています。 

 生まれたばかりののぞむさんは、元気な赤 

ん坊で、母親は姉よりも手のかからない子だと 

思っていました。しかし、発語が遅く、１歳半 

になっても大声で泣き続けるか、口をモグモグ 

するだけで、言葉を発することはありませんで 

した。小児科や保健師の紹介で、市内の療育訓 

練や相談窓口に通い、３歳からは同じような障 

害のある幼児たちが通う通園施設に毎日行くこ 

とになりました。医師から、知的な発達の遅れ 

と自閉症と診断されたのは４歳の時でした。 

 簡単な単語を話すようになったのは、小学校 

に通い始めた頃からです。学校は、当初、地域 

の学校の特別支援学級に通っていましたが、ク 

ラスメートと同じように学習ができなかったの 

で、５年生からスクールバスを使って特別支援 

学校に通うようになりました。当時を振り返る 

と、道路工事現場や子どもの泣き声といった極 

端に嫌いなこともありましたが、家族としては、 

話す単語が限られること、他の子どもたちと一 

緒に行事に参加することが難しいことなど、将 

来に対して漠然とした不安を感じていたようで 

す。 

 生活が変わったのは、特別支援学校の中等 

部の２年生からです。近所のコンビニで、親子 

で買物に来ていた３歳位の子どもを突き飛ば 

 

 

 

して、ケガをさせてしまったのです。ケガはも 

ちろんですが、３歳の子どもとその母親の恐怖 

心は相当のものだったようで、店舗内は大騒ぎ、

警察もやってきて母親が事情聴取を受けること 

になりました。のぞむさんは、事の重大さをわ 

かっている素振りもありませんでした。家族は、

のぞむさんを連れて近所に買い物や散歩に出か 

けられなくなりました。外出は、月に１～２回、

車でドライブに出かけ、比較的広々とした郊外 

で少し散歩をすることがやっとでした。 

 次第に、学校や家庭で断続的に唸るような 

大声をあげたり、ドンドンと床を強く踏み鳴ら 

したりするようになり、高校生になった頃には、 

先生や親に頭突きをしたり腕や肩を強くつねる 

行為が目立つようになってきました。大人数の 

集団が苦手なのぞむさんは、高校を卒業してか 

ら毎日10数人が通ってくる比較的小さな作業所 

に通いはじめました。しかし、そこでも大声を 

あげ床を強く踏み鳴らしたり、他の利用者へ頭 

突きをするなどの他害行為が続いたため、１年 

半で退所することになりました。そしてしばら 

く在宅生活を送った後、20歳から現在まで新し 

くできた生活介護事業所「あじさい」に通うよ 

うになりました。 

 あじさいでは、のぞむさんの行動に対して、 

専門的にどのような対応が可能であるかを、真 

剣に職員同士で検討して支援を行っていました。

通所中や家庭内では、以前より少しずつ行動が 

落ち着いています。のぞむさんの両親は、のぞ 

むさんに深い愛情があり、今も、親としてでき 

る限りのことをやり続けたいと考えています。 

愛情の深さは、のぞむさんの日々の服装や、持 

ち物に書かれている名前を見るとわかります。 

また、のぞむさんのための週末ドライブは、10 

年以上たった今も続けられています。
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